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研究成果の概要： 
 赤外線天文衛星「あかり」の中間赤外線全天サーベイの生データから画像を取り出し、さら

にそこから点源の検出イベントを抽出するデータ解析パイプラインプログラムを開発た。この

ソフトウェアを全天のデータに対して実行して全天の画像データと点源の検出イベントを作成

した。点源検出イベントからは、中間赤外での超過放射をもつ主系列の天体を抽出し、そのう

ちの一つに比較的温度が高く、中心星に近いところにあるデブリ円盤を持つことを示した。ま

た白鳥座方向の中間赤外拡散放射マップから周囲に 18 ミクロンの拡散放射をもつ天体を抽出

した。この天体は太陽系に近いところに位置する若い天体か、埋もれた大質量星か、あるいは

またシェルをもった AGB 星であり、これまであまり着目されることのなかった天体にも中間

赤外拡散放射をもとに興味深い天体が見つけ出せるということを示した。 
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１．研究開始当初の背景 
中間赤外でのサーベイによる研究は 1983 年
打ち上げの IRAS による全天サーベイに始ま
る。これは点源カタログを作成し、星形成の
研究に大幅な進展をもたらしたが、星形成領
域の拡散光分布の研究に対しては空間分解
能が不足していた。1996 年打ち上げの MSX 衛
星では銀河面の銀緯±6 度の領域と大マゼラ
ン雲、いくつかの星形成領域 8μm と 21μm で

18 秒角ピクセル(解析後の解像度は 6 秒角)
のサーベイ観測を行った。そして 2003 年打
ち上げの Spitzer衛星ではレガシープロジェ
クトの一つで銀緯±1度、銀経が東西に 10～
65 度の範囲をサーベイ観測している。この
Spitzer サーベイの難点は観測領域が限られ
ていることである。これに対し赤外線天文衛
星「あかり」は 9μm と 20μm の二つの中間赤
外線波長でほぼ全天のサーベイ観測を、研究
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開始当初に遂行中であった。 
２．研究の目的 
本研究では、赤外線天文衛星「あかり」によ
る中間赤外線の 9μm と 20μm の二つのバン
ドでとられた走査データをもとに星形成領
域の広域マップを作成し、それにもとづいて
星形成の進行についての理解を進めことを
目的として掲げた。さらにこの中間赤外放射
マップから抽出した天体について、他の波長
の観測でのフォローアップ観測を行い、星形
成および惑星系形成過程の理解を進めるこ
とも目的としていた。 
３．研究の方法 
中間赤外線サーベイのデータ処理のパイプ
ラインソフトウェアの開発が最初に行わな
ければならない。この中では、観測装置のキ
ャリブレーション手法の確立も同時に行い、
拡散放射に対応するデータ更正パラメータ
も得る。さらに全天のデータを画像として取
り出せるように処理済データのアーカイブ
化も行う。この処理データから、1)拡散放射
については、一部の星形成領域を取り出して
詳細に検討することで興味深い天体を抽出
する、2)点源の検出イベントを抽出し、全天
にわたる点源放射のリストと既存のカタロ
グを比較することでデブリ円盤をもつ天体
を探し出す、ということを行う。 
４．研究成果 
赤外線天文衛星あかりの中間赤外線全天サ
ーベイデータの全データを解析するソフト
ウェアの開発、較正パラメータの推定、そし
て全天データを実用的な速度で全て処理す
ることの出来るシステムの開発を完成させ
た。そして実際に全天データを解析して全て
の場所の画像データと点源検出のイベント
を抜き出した。下の図に、全天の画像データ
をつなぎあわせ、黄道光成分を推定して差し
引いたものを示す。この画像データから点源

検出イベントを抜き出して全天の点源の分
布図を描いたものが下側の図である。 
 
この全天のデータの中から白鳥座方向の中
間赤外拡散放射マップ（下図）を詳細に検討
した。このマップの中から 9 ミクロンでは拡

散放射を持たず点源に見えるにもかかわら
ず、18 ミクロンの拡散放射をもつ天体を抽出
した。それが広域マップ内で黄色く囲った領
域にある天体であり、その拡大図を次に示す。
この天体は太陽系に近いところに位置する

若い天体か、埋もれた大質量星か、あるいは
またシェルをもった AGB 星である。これら
の可能性の中からさらにこの天体の正体を
明らかにするには、追観測を地上の可視から
電波にわたる波長域の望遠鏡でさらに実行
する必要がある。しかしこの候補の中のどれ
であろうとも、これまであまり着目されるこ
とのなかった天体にも中間赤外拡散放射を
もとに興味深い天体が見つけ出せるという
ことを示した。 

また、点源検出イベントからは、中間赤外
での超過放射をもつ主系列の天体を抽出し
た。これは主系列にある天体であって周囲に
赤外放射の源になっているデブリダスト円



 

 

盤をもつものと思われる。この天体の波長毎
の放射エネルギーをプロットしたのが下の
図で、短波長側で光球放射を見積もり、円盤
からの放射成分を求めたところ、190K とい
う比較的高い温度が得られた。これはこの
円盤が中心星に近いところに存在している

ことを示しており、その位置は半径 14 天
文単位であって、まさに惑星の存在する領
域である。さらにこの天体に対して、地上
望遠鏡での追観測を行った。下の図にその観
測結果と共にさまざまなダスト種によって
期待される放射フィーチャを比較したもの
を示す。 

この観測結果から、ダスト円盤中には結晶化
したシリケイトが存在していることが明ら
かになった。これらのことから、この天体に
おいては惑星系が形成された領域において
ダストが供給され、しかもそのダストは結晶

化プロセスを受ける程度まで加熱されてい
たことが示される。 
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